


こんなとき お調べください 処置 

停電していませんか？

またはプラグが抜けて

いませんか？

その他状況の場合

クリーナエレメントが汚れて

いませんか？

その他状況の場合

ポンプに物が接触して

いませんか？

クリーナカバーが正しく

取り付いていますか？

ポンプとコンクリート基礎に

ガタがありませんか？

水平に設置されていますか？

その他状況の場合 

停電か確認してください。

プラグをさしてください。

販売店、維持管理店に問合せ

ください。

クリーナエレメントを

点検してください。

販売店、維持管理店に問合せ

ください。

接触している物を取り除いて

ください。

クリーナカバーを正しく

取付けて下さい。

ポンプを置きなおしてください。

ポンプを水平に置きなおして

ください。

販売店、維持管理店に問合せ

ください。

 

ポンプが動かない 

空気量が少ない 

 

音、振動が大きい 

 注意 

コードが傷つくと火災・感電・漏電の
原因になります。

ポンプが破損したり損害を受ける
原因になる他、火災の原因になります。 

これらの注意を怠ると、感電・発火の生ずる恐れがあります。 

・『故障かな』と思われた時は、『故障かな？…と思ったら』にて症状を確認し、

　点検してください。

・確認後も症状が直らない場合、直ちに電源プラグを抜き運転を停止させてから、

　契約されている維持管理店またはお買い求めの販売店にお問合わせください。

　　お問合せ時は下記内容をお伝えください。

　　　型式   ：TＰ－○○○○

　　　　（本体側面のラベルに記載しています）

　　　製造 No.　：　８桁の数字

　　　故障の状態（具体的にお伝えください） 

１．補修部品  

補修部品は、使っているうちに磨耗や劣化により本来の機能を発揮できなくなる部品です。
ポンプを末永くお使いいただくために、チャンバブロックは、１年毎の交換をおすすめします。
交換は、契約されてる維持管理店またはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 
 

ﾁｬﾝﾊﾞﾌﾞﾛｯｸ ｸﾘ-ﾅｴﾚﾒﾝﾄ ｸﾘ-ﾅﾊﾟｯｷﾝ ｶﾊﾞ-ﾊﾟｯｷﾝ ﾛｯﾄﾞ 

故障かな？と思われた時は、下表にて症状を確認し、点検してください。 

  

異常があると思われた場合、直ちにプラグを抜き運転を停止してください。

⇒運転を継続されますと故障、漏電・感電・火災の原因になります。

　本ポンプをご使用者自身で分解・改造しないで下さい。

　（クリーナエレメントの点検・清掃・交換を除く）

⇒ご自分で分解・改造され不備があると、感電・火災の原因となる他、

　ポンプの性能を著しく低下させることになります。   

５．メンテナンスについて

  

これらの点検を怠ると、吐出空気量の減少や本体の異常過熱が
発生し、ポンプの寿命が短くなる他、浄化槽の性能を低下させる
原因になります。

１．コンセントから電源プラグを抜いてください。

２．クリーナカバー止メネジを外してください。無くさないように保管してください。

３．クリーナカバーを上に引き上げて外してください。 

４．カバーについているクリーナパッキンを外してください。

　　損傷していたり、劣化している場合は交換してください。

５．クリーナエレメントを外しゴミ・ホコリを取り除いてください。

　　汚れがひどい場合は交換してください。 

６．クリーナエレメントを元の位置に取り付け、クリーナパッキンを

　　位置決めピンに合わせて取り付けてください。 

７．クリーナパッキンがずれていない事を確認し、クリーナカバーを載せてください。

８．クリーナカバー止メネジを締め付けてください。 

（反対面からの続き）

 警告  

ポンプ本体のお手入れは、必ず電源コードを抜きポンプの停止を
確認してからおこなってください。また、停止直後はポンプの温度が 
高くなっていますので冷えてからおこなってください。

電源プラグにホコリが付着していないか半年に一度は点検し、 

ホコリを除去後、プラグを根元まで確実に差し込んでください。 

⇒絶縁不良となり、火災・感電の原因になります。 

・ポンプ本体は水洗いせず。よくしぼった雑巾などでふいてください。

　汚れがひどい場合は、台所用中性洗剤を含ませ、かたくしぼって 

　お使いください。

　ベンジン・シンナーを使われますと、外観を傷めることになります。

・ポンプから異常な騒音や振動が発生したり、浄化槽の悪臭などで

　お困りのときは、施工業者または、維持管理業者に相談してください。 

クリーナエレメントの点検・清掃を３～４ヶ月に１度実施してください。
クリーナエレメントの汚れがひどい時やクリーナパッキンの劣化があるときは
交換してください。   

※風量及び消費電力は常用圧力で使用した場合の代表値であって、保証値ではありません 

  

クリーナパッキンがずれて取り付けられたり、劣化したものを
取り付けられると、雨水が内部に浸入し、漏電の原因となる他、
ポンプが早期破損する原因となります。 

長期間ご愛用いただく為に、交換部品の定期交換等、定期メンテナンスが
必要となります。
専門業者と管理契約され、定期メンテナンスを実施する様お勧めします。

電源コードの上にものを置いたり、
踏んだりしないでください。

ポンプ本体の上にのったり、近くに可燃性
ガスや可燃物を置かないでください。 

補
修
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定格電圧   

定格周波数   

常用圧力   

使用圧力範囲 

使用温度    

風量 ※   

消費電力 ※  

電流（参考値）

接続管外径 

質量    

V

Hz

kPa

kPa

℃

L/min

W

A

mm

kg

TP-80E

100

50 60

14.7

10 ～ 20

-10 ～ 40

80

56        59

φ18(VP13)

6.6

1.0

100定格電圧   

定格周波数   

常用圧力   

使用圧力範囲 

使用温湿度    

風量 ※   

消費電力 ※  

電流（参考値）

接続管外径 

質量    

V

Hz

kPa

kPa

℃

L/min

W

A

mm

kg

EP-80ELP-80ELP-60E/LP-60EN EP-60EN

100 100 100

50 60 50 60 50 60 50 60

14.7 14.7 14.7 14.7

10 ～ 20 10 ～ 20 10 ～ 20 10 ～ 20

-10 ～ 40 -10 ～ 40 -10 ～ 40 -10 ～ 40

60 60 80 80

39 40 57 56        59

φ18(VP13) φ18(VP13) φ18(VP13) φ18(VP13)

5.6 5.9 6.3 6.6

0.6 0.6 1.0 1.0

％  90以下(結露なきこと) 90以下(結露なきこと) 90以下(結露なきこと) 90以下(結露なきこと)

４．日常のお手入れ

３．取り扱いについて ６．故障かな？･･･と思ったら

７．アフターサービスについて

８．仕様表

注意

注意

警告

クリーナカバー
止メネジ

クリーナカバー

クリーナ
パッキン

クリーナ
エレメント 

カバー

２．修理を依頼される前に
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